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 セルゲイ・ディアギレフ（Sergei Diaghilev, 
1872-1929）の率いるバレエ・リュスによって、

1917 年 4 月のローマ・シーズンにコンスタンツ

ィ劇場で初演されたバレエ「花火」（Feu d'artifice）
は、モダニズム芸術の先駆事例の一つとして認識

されてきた。この作品は、舞台でダンサーたちが

踊るものではなく、未来派のジャコモ・バッラ

（Giacomo Balla, 1871-1958）によってデザイン

された舞台装置に「光」が当てられ、それらがあ

たかも踊っているかのように点滅するという斬

新な設計に基づいたものである。 

 しかしこれまで、バレエ史においても美術史に

おいても、この作品の発想自体の奇抜さについて

は言及されてきたものの、舞台の内容の具体性に

はほとんど触れられず、またその背景にある制作

者たちの思想についても十分に議論されてこな

かった。 
 そこで本発表では、第一に、収集可能な限りの

先行研究から、この作品の実態を明らかにするこ

とを試みる。ここで探るのは、単なる初演の騒動

の詳細ではなく、実際には実現・成功しなかった

部分をも含む制作者たちのプランである。主に参

照するのは、アレッサンドロ・ニグロによる批評

研究（2013）、グッゲンハイム美術館主催による

「イタリア未来派 1909-1944：世界の再構築」展

（2014）にて紹介された一連の二次研究である。 
 第二に、音楽がこの作品に寄与したものを考察

する。《花火》の音楽は、ストラヴィンスキー（Igor 
Stravinsky, 1882-1971）によって 1908 年に作曲

されたものであり、この舞台のために委嘱された

作品ではない。だが、その巧みな管弦楽法による

音響帯は極めて空間的であり、光と音のコラボレ

ーションにふさわしい立体性を備えている。 
 これらを踏まえて第三に、「花火」の舞台は、造

形芸術においてどのように新しかったのかを明

らかにし、未来派の活動の変遷およびこのあとに

隆盛することになる機械美学の観点を交えて、こ

の作品を文化史のなかに改めて位置付ける。 
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